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生 体 で血 色素 か ら胆 汁色 素 が 生 成 され るの は,網

内 系 に於 て で あ る との 説 が概 念化 されて,今 日誰 し

も怪 しむ もの は な いが,そ の 考 え は必 ず し も妥 当 で

な く,教 室 に於 け る多 年 の業 績 か らす れば,胆 汁色

素 生成 の 主要 臓 器 は 肝臓 で あ り,又 肝臓 の内 外 を 問

わず 主要 過 程 に あ ず か る もの は,実 質 細 胞 で あ る と

言つ て よい.こ れ につ い てFischerとLindnerは,

 Pyridin-haematinと 各 種 臓 器 組 織 との 反応 で青 緑

色色素 が 生 成 す る過 程 に於 て,そ の 作 用 は肝 組 織 に

最 も強 く,肝 組 織 と脾組 織 とを 等 量 に混 合 した もの

は,そ れ と同 量 の肝 組 織 単 独 の もの に 劣 る と述 べ て

い る.又Calvo-Criado及 びArcherとEbnother

等は各 種 臓 器抽 出液 に よ る血 色 素 の 分 解 で,肝 組 織

の抽 出液 で は判 然 と した結 果 が 得 られ,脾 組 織 の抽

出液 では余 り判 然 と しな いが,両 者 を混 合 す れば 肝

組 織の 分 解作 用 は更 に賦 活 され る と述ベ て い る.よ

つ て海 〓肝 臓 と脾臓 の生 理 的 食 塩 水 抽 出液(以 下 抽

出 液 と弊)に つ いて, Pyridin-haematinや 血 色 素

を材 料 と して 更 に検 討 を 加 え た.

Pyridin-verdohaemichromogen若 く はGlobin

verdohaemichromogenの 生 成 に 及 ぼ す海 〓脾 臓 抽

出 液 の 影 響 を み る に 当 り,先 ず こ の 抽 出 液 に

Soerenaen M/15燐 酸 塩 緩 衝 液 を 加 え てpH 8と な

し, 38℃ の孵 卵 器 内 に静 置 して24時 間 目 に 及び,

 Engel法 で反応 液 のEther抽 出 を 行 い ,こ れ に つ

いて水 洗 後 可 視 部 に 於 け る吸 光 曲 線 を描 くと,

 630mμ と540mμ 及 び490mμ に 吸収 極 大 を認 め,

波 高 は後 二者 が著 明 に高 く,れ を比 較 す る と630mμ

の もの は痕跡 に 近 か つ た二(第1図) .従 つ て海 〓 脾

臓の 抽 出 液 の み か ら も, Globin-verdohaemichro

mogen生 成 の可 能 性 が あ る こ とに な る.し か し こ

れ は海 〓 の 脾 臓 が余 り小 さ い為乏 血の 状 態 にす る こ

とが 困難 で あ り,而 も赤 血 球 自体 が 血 色 素 の 自然 分

解 産 物 と し て のGlobin-verdohaemichromogenを

含 む こ とに よ る もの で あ ろ う.こ の 際 反応 液 は 当初

よ り淡 赤 色 で,経 時 的 に も黒 色 調 を 呈せ ず,そ の ま

まの 色 調 で槌 色 した.又Ether抽 出 液 のGmelin反

応 は陰 性 で あつ た,

海 〓 脾 臓 の 抽 出 液 にPyridin-haematin溶 液 を

加 え て, pH 8で38℃ の孵 卵 器 内 に 静 置 の場 合,

 18時 間 目 の 反 応 液 のEngel法 に よ るEther抽 出

液 は,可 視部 の 吸光 曲線 に於 て655mμ か ら640mμ

に極 く低 い吸 収 極大 を,又530mμ に高 い吸 収極 大

を 示 し,こ の 他500mμ に痕 跡 的 の ものが 認 あ られ

た(第2図).こ れ 等 を海 〓 脾 臓 の抽 出液 単 独 の もの

の24時 間 目の そ れ と比 較 す る と, Pyridin-haematin

溶 液 添 加 の 場 合の640mμ と500mμ の 吸 収 極 大 は

短 波 長 側 に,又530mμ の も の は 長 波 長 側 に夫 々

10mμ の 開 きを 示 した.こ の 際640mμ と655mμ

の 吸収 極 大 は,夫 々Globin-verdohaemichromogen

とPyridin-verdohaemichromogenの 存 在 を意 味 す

る もの と思 わ れ たが,反 応 液 の 経 時 的 な 肉眼 的変 化

も明 らか で な く, Ether抽 出 液 のGmelin反 応 も

判 然 と しな かつ た.

Pyridin-haematin溶 液 の 代 りに血 色 素 溶 液 を用

い る と, 24時 間 目 反 応 液 のEngel法 に よ るEther

抽 出液 は,そ の 水 洗 後 の可 視 部 に於 け る吸 光 曲線 で,

 630mμ と540mμ 及 び490mμ に吸 収 極 大 を示 し,

波 高 は630mμ<490mμ<540mμ で, 490mμ の

波 高 が540mμ の それ に比 して 著 し く低 い他 は,海



356　 三 上 純 一 郎

〓 脾 臓 の 抽 出液 単 独 の 場 合 と一 織 した(第3図) .

この 際 も反 応 液の 経 時 的 な 肉 眼 的所 見 の 変 化 は 明 ら

か で な く, Ether抽 出液 のGmelin反 応 も 判 然 と

しな かつ た.

以上 に於 てPyridin-verdohaemichromogen若 く

はGlobin-verdohaemichromogenの 生 成 を 示 す と考

え られ る, 655mμ と640mμ 乏 至630mμ の 吸 光

係 数 と,そ の 母体 に相 当す うと思 われ る530mμ 並

び に540mμ の そ れ との比 を求 め て み る と,何 れ の

場 合 に於 て もほぼ 等 し く,従 つ て 時 間 的 に い さ さ

か 問題 は 残 るが,海 〓 脾 臓 の 抽 出 液 をPyridin

haematinや 血 色 素 に作 用 させ て も,抽 出 液 単 独 の

場 合 と殆 ん ど異 る と ころが な く,そ の胆 汁色 素 生成

能 は 先 ず な い と言 つ て よい よ うで あ る.

海 〓 脾 臓 及 び 肝臓 抽 出 液の10cc宛 の 混 合 液 に,

肝 臓 抽 出 液 と生理 的食 塩 水 各10cc混 合 の もの を対

照 に して, Pyridin-haematin溶 液5ccを 加 え て

pH 8で38℃ の 孵 卵 器 内 に静 置 し,経 時 的 な反応

液 に つ い てEngel法 でEther抽 出 を行 い, 655mμ

の 吸 光 係 数 を 求 め る と, 4か ら24時 間 目の 間 に於 て,

対照 で は4時 間 値 が 最 も高 い の に混 合 液 で は10時 間

目で,そ の 値 も 対 照 に於 て やや 大 で あ つ た(第4

図).

この 際 反 応液 の 肉 眼的 変 化 は 混 合 液 に於 て,当 初

赤 色 調 の もの が30分 目頃 よ り漸 次 暗 色 調 を帯 び た赤

燈 色 に変 り,1時 間 目頃 よ りは 次第 に緑 色 調 を 呈 し

て来 て,そ れ と共 に赤 色 調 は 黄橙 色 に変 つ た.そ う

して こ の緑 色 調 は4時 間 目頃 に至 つ て 始 め て 明 瞭 と

な り,更 に増 強 して10乃 至12時 間 目頃 に最 高 に達 し,

対 照 が4時 間 目を最 高 に す るの と比 較 す る と,反 応

は 著 し く遅 延 して見 え た.次 い で緑 色 調 は黄 橙 色 の

色 調 と共 に褪 色 して 行 つ て, 24時 間 目 を経 て36時 間

目頃 に は全 くその 色 調 を 失 い,中 途 よ りの 混 濁 の 出

現 と相 俟 つ て雲 絮 状 黄 白 色 の液 と化 した.

以 上 に よ り海 〓 脾臓 の抽 出液 は,肝 臓 抽 出 液 に よ

るPyridin-haematinか ら のPyridin-verdohae

michromogen生 成 に,生 理 的 食塩 水 に比 較 し て抑

制 的 な 影響 を及 ぼす が,こ れ は 生 理 的食 塩 水 に比 し

て 脾 臓 抽 出 液 が,膠 質 状 の 性質 を帯 び る為 で あろ う.

Pyridin-haematinに 海 〓 の 脾 臓 及 び 肝 臓 の 抽 出

液 を 共 に 作用 さ せ う に 当 つ て,先 ず 脾臓 抽 出 液 の

10ccをPyridin-haematin溶 液5ccに 加 え て

pH 8で38℃ に孵 卵 器 内 に 静 置 し,種 々の 時 間 を

経 た もの に更 に肝 臓 抽 出 液 の10ceを 加 え,添 加 後

の経 時 的 な 反 応 液 に つ い てEngel法 でEther抽 出

を 行 い, 655mμ の吸 光 係 数 を 求 め その 消 長 を検 討

した.先 ず 海 〓 脾 臓 の抽 出 液 を肝 臓 抽 出 液の2時 間

前 に作 用 させ た もの で は,最 高 値 到 達 は両 者 を同時

に作 用 させ た 場合 に等 し くて10時 間 目で あつ たが,

そ の 値 は か な り低 く,こ れ が6, 12, 18及 び24時 間前

に な る と,最 高 値 到 達 は8, 4, 3及 び2時 間 目 と短縮

し,最 高 値 も漸 次 増 加 して, 18時 間 前 以 後 では肝臓

抽 出 液 と生 理 的 食 塩 水 等 量混 合 に較 べ て,最 高値 は

ほ ぼ等 し くそ れへ の到 達 時 間 は む しろ短 縮 した(第

4図) .

この 際 反 応 液 の 肉眼 的変 化 は2, 6及 び12時 間前の

もの で は,緑 色 調 が 明 瞭 に な るの は2乃 至3時 間 目

で,最 も強 くな るの は 夫 々9乃 至11時 間 目, 8乃 至

10時 間 目及 び4乃 至6時 間 目で,更 に18及 び24時 間

前 の もの に な る と,緑 色 調 は既 に30分 乃 至1時 間 目

に明 瞭 に 認 め られ,最 も強 くな るの は夫 々3乃 至4

時 間 目と2乃 至3時 間 目 とで あつ た.と こ ろで肝臓

抽 出 液 と生 理 的 食 塩 水等 量 混 合 液 の 場合 を対照 とす

ると,緑 色 調 の強 さは18時 間 前 の もの のみ が対照 と

殆 ん ど等 し く,そ の前 後 の もの で は低 下 してお り,

そ の 最強 時 の色 調 も亦 対 照 で は他 を混 え ぬ明 るい緑

色 で あ る に反 し,予 め海 〓脾 臓 の抽 出 液 を加 えた も

の で は常 に燈 黄 色 の 混 在 が 認 め られ,そ の度合 は

2,6,12,24及 び18時 間前 の順 に減 少 した.尚 対 照を

除 き最 終 反 応 時 間 ま で緑 色調 は消 失 しなかつ た.

以 上 に よ り脾臓 抽 出液 は これ を先 行 せ しめ ると,

先 行 時 間 が短 い 間 は その 後 に 於 け る 肝 臓 抽 出液 に

よ るPyridin-haematinか ら のPyridin-verdohae

michromogen生 成 を,両 抽 出 液 の 等 量混 合 液の場

合 よ り も抑 制す るが,先 行 時 間が 延 長 す る に連れて

Pyridin-verdohaemichromogenの 生 成 は,そ の 量

に於 て もま た速 度 に 於 て も促 進 され,遂 には肝臓抽

出液 と生 理 的 食 塩 水 等 量混 合 液 の 場 合 と,最 高値 で

等 し く速 度 に於 て これ を凌 加 し,脾 臓 抽 出液 によ り

肝 臓 抽 出 液 に よ るPyridin-haematinか らのPyridin

verdohaemichromogen生 成 が 促 進 され たが,こ れ

はPyridinと 脾 臓 抽 出 液 中 の蛋 白 とが,担 体 とし

て の位 置 を競 合 す る為 で あ ろ う.

血 色 素 溶 液5ccに 肝 臓 の 抽 出液 各10ccの 混合

液 を加 え,肝 臓 抽 出液 と生理 的食 塩 水 各10cc混 合

の 場 合 を対 照 に してpH 8で38℃ に 孵卵 器 内に静

置 し, 2乃 至30時 間 目に 亘 る時 間 毎 の 反 応液 につ い

て, Engel法 に よ り先 ずEther次 いで 水 洗後 これ

よ りの0.5%塩 酸 へ の 抽 出を 行, 675mμ の吸光係数

の 経 時 的消 長 を求 め る と,対 照 に比 して 反応 が著 し
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く促進され,最 高値到達時間は対照の16時 間目に比

し10時間目で,そ の値 も幾 分増加の傾向にあつた

(第5図).

この際反応液の肉眼的変化は,反 応開始よりの間

もなく赤色の反応液が徐々に黒色調を帯びるように

なり, 2時 間目には黒褐色を呈してかなり永 く続い

たが, 20時間目頃よりは次第に褪色して行つて,遂

には白濁した茶褐色のものとなつた.こ れらの経過

は対照に比 し少しばかり早いようであつたが,黒 色

調の強さは大体に等 しかつた.

以上により海〓肝臓の抽出液に等量の生理的食塩

水を加えた時 よりも,等 量の 脾臓抽出を加えた場

合の方が,血 色 素 よ りのGlobin-verdohaemichro

mogenの 生成は時間的にも量的にも促進されるが,

血色素と海〓脾臓の抽出液との24時 間の培養実験の

結果からすれば,脾 臓の抽出液による血色素よりの

Globin-verdohaemichromogen生 成は一応否定され

るから,脾 臓の抽出液に豊富な基質や助酵素のない

限り,脾 臓の抽出液は血色素分子に何 らかの影響を

与え,肝 臓抽 出液 によるGlobin-verdohaemichro

mogenへ の分解を促進す るように見える.血 色素

分子への影響は,血 色素Globinに 対する可逆的程

度の変性作用に依るものであろう.

血色素に海〓の脾臓及び肝臓の抽出液を共に作用

せ しあるに当り,先 ず脾臓抽出液の10ccを 血色素

の5ccに 加えてpH 8で38℃ の 孵卵器内に静置

し,種 々の時間を経たものに更に肝臓抽出液の10cc

を加え,添 加後の経時的な反応液についてEngel法

によるEther次 いで水洗後これより0.5%塩 酸抽出

を行い, 675mμ の吸光係数を求 めてその消長を検

討した.先 ず海〓脾臓抽出液を肝臓抽出液の12時 間

前に作用 させたものでは,両 者の混合液を作用させ

た場合の最高値到達時間の10時間目に比し12時間目

で梢々遅れ,そ の値も幾分低目であつたが,肝 臓抽

出液と生理的食塩水の等量混合の場合の16時 間目よ

りは速かつた.脾 臓抽出液の先行作用時間を16, 20, 

24及び30時間前と延長するに連れて,最 高値到達時

間は10, 8及 び6時 間目と漸次短縮 したが,最 高値

も漸次上昇して24時間前で同時作用の場合を凌いだ

(第5図).

この際反応液の肉眼的な変化は脾臓と肝臓抽出液

等量を同時に作用せ しめた場合と略々等しく,た だ

黒色調の出現並びに長時間後の褪色が,や や促進さ

れたかに見えた.

以上血色素に海〓脾臓及び肝臓の抽出液を作用さ

せ てGlobin-verdohaemichromogenを 調 製 す るに 当

り,海 〓 脾 臓 の抽 出液 を先 行せ しめ る と,両 抽 出液

等 量混 合 液 の 場合 に比 し,先 行 時 間 が比 較 的短 い 間

は幾 分 反 応 抑 制 の傾 向 に あつ た が,先 行 時 間 が 永 く

な るに 連 れ て そ の 後 に 於 け る 肝 臓 抽 出液 に よ る

Globin-verdohaemichromogen生 成 は,時 間的 に 著

し く促 進 され最 高 値 に も一 過性 の 凌 加 が 認 め られ,

そ の 原 因 と して従 来 の 業 績 か ら 考 え 得 られ る こ と

は,血 色 素Globinの 態 度 で あ る.即 ち血 色 素 に

於 て 担体Globinが 強 く変 性 す れ ば,勿 論Globin

verdohaemichromogenへ の 分 解 は 起 らな い が,他

方 全 く健 全 で酸 素 と可 逆 的 に結 合 し得 る よ うな状 態

に あ る よ り も,幾 分 の 変 性 で酸 素 との 結 合 が 非可 逆

的 な 状態 に あ る と 思 わ れ る 場 合 の 方 が, Globin-

verdohaemichromogenへ の 分 解 が 促 進 され る事 実

が あ る.こ の こ とか ら,海 〓 脾臓 の 抽 出液 を加 え て

pH 8で38℃ に 永 く静 置す る こ とは,恐 ら く血 色

素 の 或程 度 の 変 性 を ひ き起 さず には 済 む ま い し,そ

れ に よつ て 分 解 が促 進 され る こ と も推 測 に難 くな い.

た だ この 際 反 応液 をpH 8に 永 く置 くこ と と,海 〓

脾 臓 の 抽 出液 を加 え る こ との何 れが 有利 に作 用 す る

か につ いて は,更 に 検 討 を 必 要 と す る 問 題 で あ

る.

Globin-verdohaemichromogen生 成 に 対 す る血 色

素 と海 〓 脾臓,及 び肝 臓 抽 出液 の相 互 関 係 を 更 に 精

し く知 らん が 為 に,血 色 素 溶 液 若 くは これ と等 量 の

生理 的食 塩 水 に海 〓脾 臓 の 抽 出 液 を 加 え た もの,及

び血 色 素 溶 液 に脾 臓 抽 出液 と等 しい だ けの 生 理 的 食

塩 水 を加 え た も の を, pH 8で38℃ に24時 間 静 置

し,次 い で これ等 に海 〓 肝 臓 抽 出液 の 等 量 を 加 え て

反 応 を持 続せ しめ,経 時 的 にEngel法 に よ り反 応

液 のEther抽 出 液 を 水 洗 して630mμ の 吸 光 係 数

を求 め る と,そ の 消長 は生 理 的 食塩 水 と脾 臓 抽 出 液

及 び 肝臓 抽 出液 の 混合 で は終 始痕 跡 的 で あ る に反 し,

血色 素溶 液 と肝 臓 抽液 及 び生 理 的食 塩 水 の 混 合 で は

最高 値 は その13倍 強,血 色 素 溶液 と脾 臓 反 び 肝臓 の

抽 出液 の 混 合 では20倍 となつ て,そ の 最 高値 到達 時

間 も前 二 者 に 比 して 著 し く短 縮 した(第1表).

従 つ て 海 〓 脾 臓 の 抽 出 液 中 に は 血色 素 に作 用 し

て,海 〓 肝 臓 の抽 出 液 に よ る血色 素 よ りのGlobin

verdohaemichromogen生 成 を 促 進 す る もの の あ る

こ とが,更 に 明 らか に なつ た と言 え る.
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実 験 の 部

1. 実 験 材 料

1.1. 肝 臓 の 生 理 的 食塩 水抽 出液(以 下 抽 出液 と

略)の 調 製 法,

第1編 に 述 べ た方 法 で20g%に な る よ うに 調製

した.

1.2. 脾臓 抽 出液 の 調 製 法 .

健 康 な海 〓 の頸 動 脈 よ り脱 血 して 死 に至 ら しめ,

直 ち に開 腹 して 脾 静 脈 を 切 離 し,脾 動 脈 よ り生 理 的

食 塩 水 を注 入 して 可 及 的乏 血 させ,同 様 の処 置 を 施

した もの 数 個 を 集 め てWarburgとKrebsの 方 法

で 切 片 を 作 り,次 い でFishmannとLe Veenの

方 法 に従 つ て再 度 生 理 的 食 塩水 で 洗滌 し,後Homo

genizerで 磨 砕 し つ つ20g%に な るよ う生 理 的 食

塩 水 を加 え,充 分 に振 盪 して一 昼 夜 氷 室 に 貯 え た.

その 後 これ を3000廻 転20分 間遠 心 して 上清 を得,こ

れ を 脾臓 の 抽 出液 と した.

1.3. Pyridin-haematin溶 液 の 調 製 法 .

第1編 に述 べ た 方 法 で10mg%に な る よ う に調 製

した.

1.4. 血 色 素 溶液 の 調 製法 .

第1編 に 述 ベ た方 法 で10g%に な る よ うに 調製

した.

2. 実験 方法

2.1. 反 応液 か らのBiliverdinの 抽 出法.

第1編 に述 ベ たEngelの 方 法 に従 つ た.

2.2. Bilirubinoidに 対 す る定 性 反 応.

第1編 に 述 ベ た通 りの もの を行 つ た.

2.3. 吸 光 曲 線 の描 写 法 .

第1編 に 述 ベ た 通 りに行 つ た.

2.4. 反 応液 の 調 製 並 び に実 験 手 技. 100ccc容

り三 角KolbenにPyridn-haematin若 くは 血色 素

溶 液 を入 れ,こ れ に 肝臓 乃 至 は脾 臓 の 抽 出 液 或 は 両

者 の 混 合液 を 加 え, Soerensen M/15燐 酸 塩緩 衝液

の5ccでpH 8と な し,こ れ 等 数 個 を孵 卵 器 内 に

静 置 して,経 時 的 に色 調 の 変 化 を 肉眼 的 に観 察 す る

と共 に,胆 汁色 素 並 び に その 誘 導 体 に 対 す る定 性 試

験 を行 い,更 に 反 応 液 のEngel法 に よ るEther次

い で これ よ り の塩 酸 抽 出液 につ い て,夫 々吸 光 係 数

を求 め また吸 光 曲線 を描 い た.尚 実 験 操 作 は 全 て 可

及 的 無 菌 的 に行 い,蒸 発 に よ る反 応 液 量の 減 少は補

正 の 上 算 定 した.

3. 海 〓 脾 臓 の 抽 出 液 か らのGlobin-verdohae

michromogen生 成 に 関 す る実 験.

海 〓 脾 臓 の 抽 出液10ccにSoerensenM/15燐 酸

塩 緩 衝液5cc及 び 生理 的食 塩 水5ccを 加 え, 38℃

に 孵卵 器 内 に静 置 して 経 時 的 に 反応 液 の 肉眼 的な観

察 を行 い, 24時 間 目 の反 応 液 につ い てEngel法 に

よ りEtherで 抽 出,水 洗 後 吸 光 曲線 を 求 め(第1

図)更 にGmelin反 応 を 行 つ た.

Fig. 1 The absorption curve of the extracted

 solution with ether by the Engel's method

 on the formation of globin-verdohaemichro

 mogen from the guinea pig spleen extract

 solution

20g% guinea pig spleen extract-solution

 10cc pH 8, temperature 38•Ž, installation 

 for 24 hours

4. Pyridin-haematinと 海 〓 脾 臓 の抽 出液 より

のPyridin-veodohaemichromogen生 成 に関 す る実

験.

Pyridin-haematin溶 液5ccに 海 〓脾 臓 の抽出液

10ccと, Soerensen M/15燐 酸 塩 緩 衝液5ccと を

加 え, pH 8で38℃ に孵 卵 器 内 に静 置 して経 時的

に 反 応液 の 肉眼 的な 変 化 を観 察 し,そ れ と共 に18時

間 目 の 反応 液 につ い て, Engel法 でEther抽 出を

行 つ て 可 視 部 の 吸 光 曲 線 を 求 め(第2図)更 に

Gmelin反 応 をみ た.

5. 血色 素 と 海 〓 脾 臓 の 抽 出 液 よ りのGlobin-

verdohaemichromogen生 成 に 関 す る実 験.

血色 素 溶 液5ccに 海 〓 脾 臓 の抽 出液10ccと,

 Soerensen M/15燐 酸 塩 緩 衝 液5ccと を加 え, 38℃

に孵 卵 器 内 に静 置 して経 時 的 に 反応 液 の 肉眼 的な変

化 を観 察 し,そ れ と共 に24時 間目 の 反 応液 について
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Engel法 でEther抽 出 を行 い,水 洗 後 可 視 部 の 吸

光 曲 線 を求 め(第3図)更 にGmelin反 応 を み た.

Fig. 2 The absorption curve of the extracted

 solution with ether by the Engel's method 

on the formation of pyridin-verdohaemichro

mogen from the guinea pig spleen extract

solution and pyridin-haematin

20g% guinea pig spleen extract-solution 

10cc 10mg% pyridin-haematin solution 5cc 

pH 8, temperature 38•Ž, installation for

 18 hours

Fig. 3 The absorption curve of the extracted 

solution with ether by the Engel's method 

on the formation of globin-verdohaemichro

mogen from the guinea pig spleen extract

 solution and haemoglobin

 20g% guinea pig spleen extract-solutio

 10cc 10g% neat haemoglobin sulution 5cc

 pH 8, temperature 38, installation for
 24 hours

6. Pyridin-haematinと 海 〓 肝 臓 及 び 脾臓 の抽

出 混 合液 よ りのPyridin-verdohaemichromogen生

成 に 関 す る実 験.

6.1. 海 〓 肝 臓 及 び脾 臓 の 抽 出 液 の等 量混 合液 を

用 い た場 合.

Fig. 4 The vicissitude of the extinction co

 efficient at 655mƒÊ of the extracted solu

 tion with ether by the Engel's method on

 the formation of pyridin-verdohaemichro

 mogen from the guinea pig liver and spleen

 extract-solution and pyridin-haematin 

Contro

l 20g% guinea pig liver extract-solution

 10cc physiologic saline 10cc 10g% pyri

 din-haematin solution 5cc pH 8, installa

 tion at 38•Ž

Mixed solution

20g% guinea pig spleen extract-soultion

 10cc 20g% guinea pig liver extract-solu

 tion 10cc 10mg% pyridin-haematin solu

tion 5cc

Pyridin-haematin溶 液5ccに 海 〓 の 肝 臓 及 び 脾

臓 の 抽 出液 各10ccと, Soerensen M/15燐 酸 塩 緩

衝 液5ccと を加 え, 38℃ に孵 卵 器 内 に静 置 して経

時 的 に反 応 液 の 肉 眼 的 な変 化 を観 察 し,そ れ と共 に
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4,8,10,12,16及 び24時 間 目の 反 応 液 に つ い てEngel

法 でEther抽 出 を行 い, 655mμ の 吸 光 係 数 の消

長 を求 め た(第4図).尚 対照 に は海 〓 肝 臓 の 抽 出

液10ccと 生理 的 食塩 水10ccと の 混 合液 を用 いた.

6.2. 海〓 肝臓 の抽 出液 を種 々の時 間後 に加 え た

場 合.

Pyridin-haematin溶 液5ccに 先 ず 海 〓 脾臓 の抽

出液10ccと, Soernesen M/15燐 酸 塩 緩 衝 液5cc

と を38℃ に孵 卵 器 内 に 静 置, 2時 間 後更 に海 〓 肝

臓 の 抽 出 液10ccを 添 加 し,経 時 的 に 反応 液 の 肉眼

的 な変 化 を観 察 す る と共 に,海 〓 肝 臓 の抽 出液 の 添

加 か ら4,8,10,12及 び24時 間 目 の 反 応液 につ いて

Engel法 でEther抽 出 を 行 い, 655mμ の吸 光 係

数 を求 め た.次 い で 海 〓 肝臓 の抽 出液 の 添 加 を6,

12,18及 び24時 間 後 に行 い,添 加 か ら1乃 至24時 間

目に亘 る反 応 液 のEther抽 出 液 につ い て, 655mμ

の吸 光 係 数 を求 め そ の 消長 を検 討 した(第4図).

7. 血 色素 と海 〓 肝 臓 及 び脾 臓 の 抽 出 混 合液 よ り

のGlobin-verdohaemichromogen生 成 に関 す る実 験.

7.1. 海 〓 肝 臓 及 び 脾臓 の抽 出液 の 等 量 混 合液 を

用 い た場 合.

血 色 素 溶 液5ccに 海 〓 の 肝 臓 及 び脾 臓 の 抽 出液

各10ccと, Soerensen M/15燐 酸 塩 緩 衝 液5cc

と を加 え, 38℃ に孵 器 内 に 静 置 して 経 時 的 に 反 応

液 の 肉 眼 的 な 変 化 を観 察 し,そ れ と共 に2,4,8,10,

12,16,24及 び30時 間 目の 反 応液 につ い てEngel法

で 先 ずEther抽 出 を 行 い,水 洗後 これ か ら再 び0.5

%の 塩 酸 に抽 出 して, 675mμ の 吸光 係 数 を求 め た

(第5図).尚 対 照 に は海 〓 肝 臓 の 抽 出液10cc生 理

的 食 塩 水10ccと の 混 合液 を用 い た.

7.2. 海 〓 肝臓 の 抽 出液 を種 々の 時 間 後 に 加 え た

場 合.

血 色 素 溶 液5ccに 先 ず 海 〓 脾 臓 の 抽 出液10cc

と, Soeresen M/15燐 酸 塩 緩 衝 液5ccと を 加 え て

38℃ に孵 卵 器 内 に静 置,そ の 後12,16,,20,24及 び

30時 間 して 海 〓 肝臓 の 抽 出液10ccを 添加 し,経 時

的 に 反 応 液 の 肉 眼 的 な変 化 を観 察 す る と共 に,海 〓

肝 臓 の抽 出液 の 添 加 か ら2,4,6,8,10,12,14,16,24

及 び30時 間 目 の 反 応 液 に つ き,Enge1法 で先 ず

Ether抽 出 を行 い,水 洗 後 これ か ら0.5%の 塩 酸 に

抽 出 して, 675mμ の 吸光 係 数 を求 め た(第5図).

8. 血 色 素 と海 〓肝 臓 及 び脾 臓 の抽 出液 相 互 よ り

のGlobin-verdohaemichromogen生 成 に 関 す る実 験.

血 色 素 溶 液5ccに 海 〓 脾 臓 の 抽 出 液10ccと

Soerensen M/15燐 駿 塩緩 〓液5ccと を加 えた もの,

血 色 素 溶 液5ccに 生 理 的食 塩 水10ccとSoerensen

 M/15燐 酸 塩緩 衝液5ccと を 加 え た もの,及 び生

理 的食 塩 水5ccに 海 〓 脾 臓 の 抽 出液10ccとSoeren

sen M/15燐 酸 塩 緩 衝 液5ccと を加 えた もの等を,

そ れぞ れ24時 間pH 8で38℃ 孵 卵 器 内 に静 置し,

次 いで これ 等 各 々に海 〓肝 臓 の抽 出液10ccを 加え

て 反応 を持 続 せ しめ,そ の 後4, 8, 12及 び16時 間目の

友 応 液 に つ い てEngel法 でEther抽 出 を行 い,

水 洗 後630mμ に於 け る吸 光 係 数 を 求 め,そ の消長

を 比 較検 討 した(第1表).

Fig. 5 The vicissitude of the extinction co

 efficient at 675mƒÊ of the extracted solu

tion with HCl by the Engel's method on 

the formation of globin-verdohaemichro

 mogen from the guinea pig spleen and liver

 extract-solution and haemoglobin

Control

20g% guinea pig liver extract-solution

 10cc physiolgic saline 10cc 10g% heat 

 haemoglobin solution 5cc pH 8, installa

 tion at 38•Ž.

Mexed solution

20g% guinea pig spleen extractsolution

 10cc 20g% guinea pig liver extractsolu

 tion 10cc 10g% neat haemoglobin solution

 5cc pH 8, installation at 38•Ž



生体に於けるHem蛋 白の分解に関する研究　 361

Table 1 The formation of globin-verdohaemichromogen with the mutual action of

 the guinea pig spleen and liver extract-solutions and haemoglobin

Reagent 1

20g% guinea pig spleen extract

solution 10cc 

10g% neat haemoglobin solution 

5cc 

pH 8, temperature 38•Ž, instal

lation for 24 hours

+

20g% guinea pig liver extract

solution 10cc 

pH 8, installation at 38•Ž

Reagent 2

physiologic raline 10cc 

10g% neat haemoglobin solution 

pH 8, temperature 38•Ž, instal

lation for 24 hours 

20g% guinea pig liver extract

solution 10cc 

pH 8, installation at 38•Ž

Reagent 3

20g% guinea pig spleen extract

solution 10cc 

physiologic saline 5cc 

20g% guinea pig liver extract

solution 10cc 

pH 8, installation at 38•Ž

* The number shows the extinct coefficient of 630m/A of the extracted solution 

with ether by the Engel's method

結 論

Pyridin-haematinも し くは血 色 素 に海 〓 肝臓 の

生理 的食 塩 水 抽 出液(以 下 抽 出 液 と 略)を 加 え,

 Soerenaen M/15燐 酸 塩 緩 衝 液 でpH 8に して38℃

に 静 置 し. Pyridin-verdohaemichromogen或 は

Globin-verdohaemichromogenが 生 成 され る過程 に

於 て,海 〓 脾 臓抽 出液 の 影 響 を 見以 下 の 所 見 を得 た.

1・ 脾臓 の 抽 出液 か ら も24時 間後 に は,分 光 化学

的に 痕 跡 のGlobin-verdohaemichromogenが 証 明

され たが,こ れ にPyridin-haematin溶 液 も し くは

血 色素 溶 液 を 加 え て も,特 にPyridin-verdohae

michromogen乃 至 はGlobin-verdohaemichromogen

が増加 す る とは思 われ な かつ た.

2. Pyridin-haematinか らのPyridin-verdohae

michromogen生 成 は ,脾 臓 と 肝 臓 の両 抽 出 液 の等

量混合 液 を以 て す る よ りも,肝 臓 抽 出液 と生 理 的 食

塩水等 量 混合 液 の方 が 遙 か に有 利 で あつ た.

3. Pyridin-haematinか らのPyridin-verdohae

michromogen調 製 に 際 し て 脾 臓 抽 出 液 を 先行 せ

し め る と,そ の 後 の 肝 臓 抽 出 液 に よ るGlobin-

verdohaemichromogen生 成 は,最 初 両 抽 出液 の 等

量混 合液 の場 合 よ り も劣 つ たが,先 行 時 間 の延 長 と

共 に肝臓 抽 出液 と生理 的食 塩 水 等 量 混 合液 の 場合 よ

りも更 に時 間 的 に促進 され,最 高 値 も等 し くなつ た.

4. 血 色 素か ら のGlobin-verdohaemichromogen

生 成 は,肝 臓 抽出 液 と生 理 的食 塩 水 の 等 量混 合 液 を

以てす るよ りも,肝 臓 と脾 臓 抽 出 液 の等 量混 合 液 の

方 が 遙 かに 有 利 で,こ の 点Pyridin-haematinの 場

合 と反 対で あつ た.

5. 血 色 素 か らのGlobin-verdohaemichromogen

調 製 に 際 して 脾 臓抽 出 液 を 先 行 せ しめ ると,そ の

後 の 後 の 肝 抽 出液 に よ るGlobin-verdohaemichro

mogenの 生 成 は,最 初両 抽 出 液 の等 量 混 合 液 の 場

合 に 稍 々劣つ た が,先 行 時 間 が 延 長 す るに つ れて 著

し く促 進 され,時 間 的 に は勿 論 一 時 的 な が ら量 的 に

も これ を凌 加 した.

6. 脾 臓 の抽 出液 に血 色 素 溶液 も し くは これ と等

量 の 生 理 的食 塩 水 を加 え るか,又 は脾 臓 の 抽 出液 と

等 量 の 生 理 的 食塩 水 に血 色 素溶液 を加 えて, 24時 間

後 これ等 に肝 臓 抽 出液 の 同 一量 を作 用 せ しめ る と,

その 後 に 於 け るGlobin-verdohaemichromogenの

生 成 は,脾 臓 と肝 臓 の抽 出 液 及 び 生理 的食 塩 水 の 混

合 で は痕 跡 的 で あ り,肝 臓 の 抽 出 液 と血 色 素 溶 液 及

び 生 理 的 食 塩 水 混 合で は こ れ に13倍 し,脾 臓 と肝 臓

抽 出液 及 び 血 色 素 溶液 の混 合 で は20倍 とな つ て,そ

の最 高 収 量 到 達 時 間 も後者 に な る程 著 し く短 縮 した.

7. 海 〓 脾 臓 の 抽 出 液 は,こ れ を 予 めPyridin

haematinも し くは血 色 素 に長 時 間作 用 させ る と,

そ の 後 の海 〓 肝臓 の抽 出液 によ るPyridin-verdohae

michromogen乃 至Globin-cerdohaemichromogen

の生 成 に促 進 され,そ の影 響 は血 色 素 に 対 して大 で

あ つ た.
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Conclusions

The influences of the extracted solution of the guinea pig spleen were observed on the 

process of pyridin-verdohaemichromogen or globin-verdohaemichromogen formation, after the

 extracted solution of the guinea pig liver with physiologic saline (abbr . the extracted solution)

 was added to pyridin-haematin or haemoglobin and adjusted to the pH 8 with soerensen M/15

 phosphate buffer solution and then installated at 33•Ž.

The results were as follows.

1. Trace of globin-verdohaemichromogen was spectrophotometrically proved from the 

extracted solution of spleen after 24 hours
, but the increasion of pyridinverdohaemichromogen 

or globin-verdohaemichromogen was not observed on the addition of pyridin-haematin solution 

of haemoglobin solution into it.

2. The formatin of pyridin-verdohaemichromogen from pyridin-haematin was more effective 

on the use of the mixed solution of the liver extract and physiologic saline in same dosis than 

it was on the use of the mixed solution of the spleen and liver reextracts .

3. As the extracted solution of spleen was used first on the preparation of pyridin

verdohaemichromohen from pyridin-haematin, the globin-verdohaemichromogeh formation with 

the extracted solution of liver was inferior to the use of the above reextraoted mixture, but 

it was more promoted hourly on this occasion than on the use of the mixed solution of the 

foregoing hours, and the maximum value was also same.

4. The formation of globin-verdohaemichromogen from haemoglobin was more effective 

on the use of the mixed solution of the liver extract and physiologic saline in same dosis. 

This was opposite to the occasion of pyridin-haematin.

5. As the extracted solution of spleen was used first on the preparation of globin

verdohaemichromogen from haemoglobin, the globin-verdohaemichromogen formation with the 

extracted solution of liver was rather inferior to the use of the mixed solution of the above 

reextracted solution in same dosis at first, but it was remarkably promoted with prolongation 

of the foregoing hours and was exceeded hourly and also temporarilly in dosis.

6. Adding haemoglobin solution or physiologic saline into the extracted solution of spleen 

in same dosis or adding haemoglobin solution into the same dosis of physiologic saline solution 

with the dosis of spleen extract and being acted with the same dosis of liver extract to the 

above solutions after 24 hours, the formation of globin-verdohaemichromogen was trace on the 

use of the mixture of the extracted solution of liver and spleen and physiologic saline, was 

13 times as much as the above on the use of the mixture of the liver extract, haemoglobin 

solution and physiologic saline, and was 20 times as much as the first on the use of the 

mixture of the extracted solution of spleen and liver and haemoglobin solution, and the times
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obtaining of the maximum dosis were remakably shortened in the above examined order.

7. The formation of pyridin-verdohaemichromogen and globin-verdohaemichromogen with 

the extracted solution of the guinea pig liver, as the extracted solution of guinea pig spleen 

was previously acted by pyridin-haematin or haemoglobin for a long time was promoted and 

it's influence was great to haemoglobin.


